



















要EstudosJaponeses 6 (S. Paulo, Centro de Estudos Japones邸周USP,1986）に“Asexpressoes 














































(2) 農業関係の企業である以上， 20世紀初頭のコーヒー闘の労働力として移住し， 40年代
までは主に農業に従事した日系社会（Suzuki1969: 55）の出自と強く結ぼれている従業
員が多くいると予想されること．
















a) 男性 b) 女性
2. 年齢
a) 19歳まで b) 20-29歳 C) 30-39歳 d) 40-49歳 e) 50歳以上
3. 世代

































a）学歴なし b) 小学歴（小学校） c) 中学歴（中学校・高校・技術専門学校）
d）高学歴（大学）
10. 親の最終学歴
a) 学歴なし b) ブラジルの小学校




















































1. 日本語の話せる日系の大半は二世（74.4%）で， そのうち 81.3%は両親とも就学後に移住
した二世Iである．なお，この調査では日本語の話せる混血は 1人もおらず，回世は 1名
に過ぎなかったことを記しておく必要があろう．









































































( 3) 内外関係一一場面 I における話し手と開き手（上司）および登場人物（上司と同役の
者）との関係















































段階 I rオ待たせイタシマシタ．これはオタクの手帳でゴザイマス.Chefe （上司）をオタクに
説明するように呼びマス・」 （被調査者60番・場面 III(a) 





段階 III rさちこさんが明日， ExpoBrasil-Japaoに行くようになっていマスが，お姉さんも
行きマスかJ （被調査者93番・場面 I)
rマス十ガ」と一緒に「マスJ が使われているので段階 IIIとした．
段階 IV 「加藤さんが行くって言った．お父さん，行きマスかJ （被調査者79番・場面 I)
「マスJ を1回だけ使ったことから段階 IVとした．
段階 V 「あなたはうちに食べに来る？ あのう，高野に encontra（会う）した．わたしたちに
高野の家に行くように言った.Papai （父）がよろしく言ったJ （被調査者90番・場
面 IV)











例： rChefe （上司）が senhor（あなた）に explica（説明）する」
( 3) 日本語の単語を使うが，構文はポルトガノレ語．
例： 「Voce（あなた） tambem （も）行くじ
このポルトガル語をなんらかの形で使用する者の率はかなり高く，段階 Iで 76.7%，段階 II




それを差し引けば段階 Iが 67.0%，段階 I が81.8%とその使用率はやや低くなる．なお，ポ
ルトガノレ詩の単語を使用する人が増えるとともにその単語数も増え，段階 Iでは前述の papai






119番の被調査者の「Pauloさん， Walterさんに話してくれたわ（場面 I）の文だが， ここで
はPauloとは話し手の上司， Walterは Pauloと同職階の者であって，両者とも話し手より上位
















グルー プ。 I (55人・ 23～29点）
全場面で丁寧詩を使い，尊敬語を使うこともある．
グループ III (90人・ 30～36点j
220 世界の日本語教育
開き手に対する丁寧語は一応使うが，使わないこともある．
グループ IV (56人・ 37～42点）
丁寧語は知っているが，ほとんど使わない．
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